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３月定例会の動き
　第48回定例会は、３月10日～15日に開催され、上程された議案（条例11件、補正予算11件、当初予算12
件、契約２件、人事１件、その他３件、発議１件）は、いずれも原案のとおり可決・承認されました。

【主な決定事項】

条　例

伊方町事務分掌条例の一部を改正する条例制定

　組織・機構の見直しに伴う改正

　産業建設課→産業課・建設課

伊方町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例制定

　地方公務員の育児休業等に関する法律の改正に伴

う改正

伊方町保育所条例の一部を改正する条例制定

　三崎保育所の移転により位置の変更と利用定員の

見直し及び川之浜保育所の廃止と三机保育所及び大

久保育所の定員見直しに伴う改正

伊方町個人情報保護条例の一部を改正する条例制定

　個人情報の保護に関する法律及び行政手続におけ

る特定の個人を識別するための番号の利用等に関す

る法律の一部を改正する法律の施行に伴う改正

伊方町税条例等の一部を改正する条例制定

　社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的

な改革を行うための地方税法等の一部を改正する法

律等の一部を改正する法律及び地方税法施行令の一

部を改正する政令等の一部を改正する政令の施行に

伴う改正

伊方町介護保険条例の一部を改正する条例制定

　低所得者の第1号保険料軽減強化が継続されるこ

とに伴う改正

第 43 回臨時会報告

　第43回臨時会は、2月10日に開催され、上程された議案は、いずれも原案のとおり可決・承認されました。

【主な決定事項】

補正予算

平成２８年度伊方町一般会計補正予算（第６号）

　補正額　　　　　１２６，３６５，０００円

　補正後　　１１，０２７，７８６，０００円

契　約

三崎中央集会所新築工事請負契約の変更締結

　変更前　　７９，８１２，０００円

　変更後　　８０，４８０，０００円

　変更理由　事業量変更による増額

町道豊之浦地区内1号線道路新設工事請負契約の変

更締結

　変更前　　６２，６４０，０００円

　変更後　　６２，９６６，０００円

　変更理由　事業量変更による増額

九丁漁港海岸保全施設整備事業請負契約の変更締結

　変更前　　５６，８０８，０００円

　変更後　　５９，０００，０００円

　変更理由　事業量変更による増額

主な内容

園芸施設カーテン修繕工事、

地方創生拠点整備事業

町道宇和海線道路改良工事（５工区）請負契約の変

更締結

　変更前　１１９，３４０，０００円

　変更後　１０４，２１６，０００円

　変更理由　事業量変更による減額

町道与侈地区内1号線道路新設工事請負契約の変更

締結

　変更前　　５８，８６０，０００円

　変更後　　７０，１７９，０００円

　変更理由　事業量変更による増額

人　事

副町長の選任

　濱松　爲俊氏（はままつ　ためとし）

　昭和２５年生まれ（６７歳）

　住所　伊方町大久
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会 計 名 補 正 額 補 正 後
一般会計（第７号） △ 413,346 10,614,440
国民健康保険特別会計（第３号）事業勘定 △ 54,494 1,975,824
　　　　　　　　　　　直営診療施設勘定 △ 30,436 488,905
学校給食特別会計（第１号） △ 1,419 31,764
後期高齢者医療保険特別会計（第２号） △ 7,952 170,738
介護保険特別会計（第３号） △ 53,653 1,245,011
介護サービス特別会計（第２号） 133 15,016
公共下水道事業特別会計（第４号） △ 7,671 223,685
小規模下水道事業特別会計（第３号） △ 2,865 66,638
特定地域生活排水処理事業特別会計（第２号） △ 3,098 37,045
風力発電事業特別会計（第２号） △ 7,167 94,236
水道事業会計（第２号）　収益的支出 △ 4,301 329,346
　　　　　　　　　　　　資本的支出 △ 5,889 182,640

（単位：千円）

伊方町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正
する条例制定
　介護保険法が改正され、地域密着型サービスに新
たに「地域密着型通所介護」が創設されたことに伴
う改正
行政機関等の保有する個人情報の適正かつ効果的な
活用による新たな産業の創出並びに活力ある経済社
会及び豊かな国民生活の実現に資するための関係法
律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例制定
　行政機関等の保有する個人情報の適正かつ効果的
な活用による新たな産業の創出並びに活力ある経済
社会及び豊かな国民生活の実現に資するための関係
法律の整備に関する法律の施行に伴う改正

契　約
伊方庁舎電算室等移設工事請負契約の変更締結
　変更前　　５９，９４０，０００円
　変更後　　５９，２６８，０００円
　変更理由　事業量変更による減額

伊方町観光施設条例の一部を改正する条例制定
　佐田岬灯台公園が整備されたことに伴う改正

伊方町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に
関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制
定
　指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する国の基準改正に伴う改正
伊方町工場立地法第４条の２第２項の規定に基づく
準則を定める条例制定
　工業立地法の一部改正に伴う関係規程の整備

伊方町学校給食センター建設工事請負契約の変更締結
　変更前　　４４０，６４０，０００円
　変更後　　４３８，９９０，０００円
　変更理由　事業量変更による減額

人　事
伊方町農業委員会委員の任命
　井上　久志氏、小野瀬マサエ氏、垣内　源司氏、梶原　利幸氏、梶原　光政氏、川田　邦男氏、
　大野　秀俊氏、坂本　竹市氏、眞田　八重子氏、清水　京子氏、高月　嘉彦氏、田中　茂喜氏、
　中田　政木氏、宮本　厚氏

その他
伊方町集会所の指定管理者の指定
　施設の名称　三崎中央集会所
　指定管理者　三崎区長
　指定期間　　平成29年4月1日～平成33年3月31日
議会運営委員会の閉会中の継続調査
　議会閉会中における委員会活動の継続を決定

原子力発電対策特別委員会の閉会中の継続調査
　議会閉会中における委員会活動の継続を決定

発　議
伊方町議会委員会条例の一部を改正する条例制定
　平成 29年 3月 10 日、伊方町事務分掌条例の一部を改正する条例制定についてが議決されたことに伴い、
本条例の一部を改正

平成28年度補正予算
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伊
方
町
に
お
け
る
農
業
・
漁
業
は
、か
つ
て

な
い
極
め
て
厳
し
い
現
状
に
あ
り
、
町
に
は
、

町
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
施
策
を
展
開
す
る
責
務

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
町
の
農
業
・
漁
業
施
策
は
、
従
事
者

の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
が
益
々
深
刻
に
な
る
と
見

込
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
業
・
漁
業
の

後
継
者
を
は
じ
め
様
々
な
補
助
制
度
の
拡
充
に
偏
っ

て
お
り
、大
胆
な
施
策
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
え
、

町
の
一
次
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
き

残
り
を
か
け
た
中
長
期
に
わ
た
り
攻
め
の
戦
略
が
必

要
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
支
援
措
置
を
活
用
し
て
、
自
然

環
境
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
町
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド

化
を
早
急
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

私
が
平
成
25
年
の
議
員
視
察
で
感
心
し
た
島
根
県

隠
岐
郡
海
士
町
の
事
例
で
は
、農
水
産
物
を
加
工
し
、

全
国
で
も
い
ち
早
く
特
殊
冷
凍
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
を
導
入

し
、
一
次
産
業
の
復
活
と
後
継
者
育
成
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
そ
の
成
果
は
、
全
国
か
ら
視
察
に
訪
れ
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
は
、
こ
の
伊
方
町
で
も
活
か
せ
る
と
信
じ
て
い

る
。伊

方
町
の
漁
業
は
、大
量
に
獲
れ
れ
ば
値
崩
れ
し
、

漁
の
無
い
２
、
３
ヶ
月
の
間
は
獲
れ
な
い
の
が
現
状

で
、
大
量
に
獲
れ
た
と
き
の
魚
を(

Ｃ
Ａ
Ｓ)

に
保
存

し
て
一
年
を
通
じ
て
販
売
す
れ
ば
、
漁
師
の
手
取
り

も
大
幅
に
増
え
、
柑
橘
の
清
見
タ
ン
ゴ
ー
ル
も
販
売

一
次
産
業
の
活
性
化
の
政
策
に
つ
い
て

中村明和議員

い っ ぱ ん 質 問

平成２９年度　伊方町会計別当初予算総額
（単位：千円）

区

分
会　計　名

平成 29 年度

当初予算額（Ａ）

平成 28 年度

当初予算額（Ｂ）

比　　較

（Ａ）－（Ｂ）＝（Ｃ） Ｃ / Ｂ（％）

普
通
会
計

１ 一 般 会 計 8,026,261 9,360,644 △ 1,334,383 △ 14.26

２ 学 校 給 食 会 計 32,316 33,183 △ 867 △ 2.61

計 8,058,557 9,393,827 △ 1,335,250 △ 14.21

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

３ 国民健康保険会計 2,558,847 2,545,062 13,785 0.54

・事　業　勘　定 2,046,219 2,024,313 21,906 1.08

・直営診療施設勘定 512,628 520,749 △ 8,121 △ 1.56

４ 港湾整備事業会計 58,265 52,891 5,374 10.16

５
後期 高齢 者医 療
保 険 会 計 171,292 184,133 △ 12,841 △ 6.97

６ 介 護 保 険 会 計 1,212,080 1,206,488 5,592 0.46

７ 介護サービス会計 16,307 15,626 681 4.36

８
公 共 下 水 道
事 業 会 計 228,763 253,095 △ 24,332 △ 9.61

９
小 規 模 下 水 道
事 業 会 計 82,395 62,506 19,889 31.82

10
特定地域生活排水
処 理 事 業 会 計 40,823 40,127 696 1.73

11 風力発電事業会計 61,936 62,636 △ 700 △ 1.12

計 4,430,708 4,422,564 8,144 0.18

企
業
会
計

12 水 道 事 業 会 計 1,079,018 892,422 186,596 20.91

合　　　計 13,568,303 14,708,813 △ 1,140,510 △ 7.75

問
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時
期
を
夏
の
お
中
元
時
期
に
売
り
出
せ
ば
、

農
家
の
手
取
り
も
増
え
て
い
く
と
考
え
て
お

り
、
特
に
こ
れ
ら
の
漁
業
は
、
獲
る
漁
業
か

ら
育
て
る
漁
業
に
活
路
を
見
い
出
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と

に
伊
方
町
に
は
種
苗
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、鮑
・

岩
ガ
キ
・
ナ
マ
コ
・
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
・
ワ
カ

メ
・
昆
布
養
殖
を
町
が
推
進
す
れ
ば
漁
師
に

な
る
若
者
も
増
え
て
く
る
と
思
う
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、今
の
伊
方
町
の
農
業
・

漁
業
、特
に
漁
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

一
次
産
業
の
活
性
化
こ
そ
が
伊
方

町
の
将
来
、
生
き
残
る
道
だ
と
考
え

て
お
り
、
一
次
産
業
に
お
け
る
従
事
者
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
担
い
手
確
保
が

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

島
根
県
海
士
町
の
特
殊
冷
凍
技
術
（
Ｃ
Ａ

Ｓ
）
を
導
入
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
地
域

産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
た
優
良
な
事

例
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
が
、
一
方
で
、
Ｃ

Ａ
Ｓ
設
備
の
導
入
に
係
る
多
額
の
経
費
や
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
、
そ
れ
に
よ
る
需
給
量

の
バ
ラ
ン
ス
、
販
路
の
問
題
等
々
検
討
を
要

す
る
部
分
も
多
い
こ
と
や
全
国
的
に
は
、
こ

れ
以
外
に
も
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

農
漁
業
と
も
に
、
担
い
手
の
確
保
は
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
も

絡
ん
で
、
町
の
活
性
化
の
た
め
に
非
常
に
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
具
体

的
に
は
、
担
い
手
確
保
の
た
め
の
新
規
就
業

者
の
確
保
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
町
独
自
の

「
新
規
就
業
者
支
援
対
策
事
業
」
に
よ
る
18

歳
か
ら
40
歳
の
就
業
者
に
対
す
る
就
業
経
費

等
の
支
援
要
件
を
緩
和
し
、
新
た
に
年
齢
要

件
の
緩
和
や
Ｉ
タ
ー
ン
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト

強
化
に
も
努
め
、
労
働
力
確
保
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
松
山

大
学
と
の
連
携
に
よ
る
農
家
支
援
や
西
宇
和

み
か
ん
支
援
隊
活
動
に
よ
る
農
作
業
支
援
を

継
続
を
し
て
い
く
と
共
に
、
今
年
度
、
愛
媛

県
が
町
内
で
実
施
し
、好
評
を
得
て
い
る
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
に
積
極
的
に
支
援
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
漁
業
に
お
け
る
新
規
就
業
者
対
策

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
農
業
に
比
べ
て
手
薄

感
が
あ
っ
と
思
う
が
、
先
に
開
催
し
た
産
業

関
係
団
体
等
と
の
懇
談
会
で
の
提
言
を
踏
ま

え
、
就
業
時
に
必
要
と
な
る
様
々
な
経
費
に

対
す
る
新
た
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
、
現
在
、

実
施
し
て
い
る
事
業
の
課
題
を
検
討
し
、
着

実
に
形
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

よ
り
効
果
的
な
事
業
を
関
係
者
の
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
実
施
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
町
長
）

日
本
一
細
長
い
佐
田
岬
半
島
、
四

国
の
西
の
玄
関
、
三
崎
港
に
昨
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
町
交
流
観
光
施
設
「
は

な
は
な
」
が
間
も
な
く
一
年
に
な
る
が
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
時
以
外
は
、
あ
ま
り
活
気
の

無
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　
今
年
は
、
佐
田
岬
灯
台
の
点
灯
１
０
０
年

目
に
あ
た
り
、
町
と
し
て
も
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
持
続
可

能
な
観
光
誘
客
対
策
に
早
急
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
観
光
の
原
点
は
、
単
に
名
所
や
風
景
を
見

せ
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、地
域
に
住
む
人
々

が
そ
の
地
に
誇
り
を
持
ち
、
幸
せ
を
感
じ
る

こ
と
に
よ
っ
て
輝
き
を
増
す
こ
と
に
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文

化
、
伝
統
な
ど
地
域
の
資
源
を
活
用
し
な
が

ら
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
・
町
づ
く
り
と

連
動
し
た
観
光
地
づ
く
り
を
進
め
て
こ
そ
、

人
々
に
愛
さ
れ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も

役
立
つ
観
光
地
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
観
光
産
業
の
振
興
を
図
る
う
え
で
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
く
ん
で
い
く
の
か
。

伊
方
町
の
観
光
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た

「
佐
田
岬
観
光
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
基
づ

き
、「
暮
ら
す
し
あ
わ
せ
。訪
れ
る
し
あ
わ
せ
。」

を
テ
ー
マ
に
、
佐
田
岬
の
自
然
や
文
化
、
施

設
等
を
活
用
を
し
て
展
開
を
し
て
い
る
。
観

光
産
業
も
時
代
の
流
れ
で
、
多
様
化
し
て
い

く
中
、
伊
方
な
ら
で
は
の
自
然
や
生
活
・
文

化
・
歴
史
・
産
業
・
人
等
こ
れ
ら
を
す
べ
て

活
用
し
、「
佐
田
岬
へ
行
き
た
く
な
る
、体
験

し
た
く
な
る
。
泊
ま
り
た
く
な
る
。
食
べ
た

く
な
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
行
き
た
く
な
る
。」

そ
ん
な
魅
力
あ
る
観
光
地
と
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
関
連
施
設
の
整
備
、
特

産
品
の
開
発
、
販
路
の
開
拓
、
有
効
な
Ｐ
Ｒ

等
が
重
要
で
、
具
体
的
に
は
、
来
年
度
の
佐

田
岬
灯
台
点
灯
１
０
０
年
、
え
ひ
め
国
体
を

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、体
制
の
整
備
、

広
報
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
来

年
度
取
り
組
む
テ
レ
ビ
番
組
の
製
作
放
映
事

業
で
は
、
都
会
の
子
供
た
ち
が
伊
方
町
を
訪

れ
、
地
元
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
し
、
伊
方

町
の
観
光
や
自
然
・
生
活
等
を
体
験
し
、
人

と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
感
動
・
発
見
を
通

じ
て
友
情
を
深
め
る
と
い
う
60
分
番
組
を
制

作
し
民
放
で
も
放
映
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

町
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。し

か
し
な
が
ら
、
観
光
業
の
振
興
を
持
続

的
に
展
開
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

観
光
客
を
実
際
に
受
け
入
れ
る
町
民
の
方
々

が
い
か
に
ふ
る
さ
と
伊
方
を
愛
し
、
伊
方
の

魅
力
ア
ッ
プ
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

か
に
か
か
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
を
適
切
に
支
援
し
、
官
民
一
体

と
な
っ
て
、
私
自
身
も
先
頭
に
立
ち
、
広
告

塔
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
町
長
）

答

伊
方
町
の
観
光
産
業
に
つ
い
て

答

問



（６）

職
員
の
原
子
力
や
放
射
線
な
ど

の
研
修
は
、
原
子
力
発
電
の
安
全

対
策
ひ
い
て
は
、
住
民
生
活
の
安
全
に
つ
な

が
り
、
原
子
力
や
放
射
線
等
が
専
門
的
な
分

野
で
も
あ
る
た
め
、
今
後
も
知
識
を
深
め
る

研
修
が
大
切
と
思
う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

原
子
力
発
電
に
関
す
る
職
員
研
修

に
つ
い
て
は
、
原
発
立
地
自
治
体
の

職
員
と
し
て
、
原
子
力
発
電
や
放
射
線
な
ど

幅
広
い
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
の
他
、
原
子

力
災
害
時
の
対
応
能
力
向
上
に
資
す
る
取
り

組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
専
門
機

関
が
全
国
の
立
地
自
治
体
の
職
員
に
向
け
て

の
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
、
若
干
名
の

職
員
を
受
講
さ
せ
て
お
り
、
今
後
も
、
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
町
長
）

国
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
、

新
規
制
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と

判
断
し
た
、
伊
方
原
発
３
号
機
の
重
大
事
故

対
策
、
い
わ
ゆ
る
、
伊
方
発
電
所
の
過
酷
事

故
対
策
シ
ナ
リ
オ
は
、
伊
予
灘
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．
０
の
巨
大
地
震
に

よ
り
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
な
ど
・

全
て
の
交
流
電
源
が
喪
失
し
た
こ
と
を
前
提

と
し
て
い
る
。

こ
の
事
故
の
対
処
方
法
と
し
て
、
伊
方
発

電
所
の
「
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
事
故

発
生
か
ら
約
19
分
で
炉
心
溶
融
→
約
49
分
後

に
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
注
水
開
始
→
約

90
分
後
に
原
子
炉
容
器
損
傷
、
溶
融
炉
心
が

格
納
容
器
へ
の
落
下
を
想
定
し
て
い
る
が
、

事
故
後
49
分
ま
で
に
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ

イ
注
水
を
開
始
す
れ
ば
、
原
子
炉
格
納
容
器

に
は
、
底
面
か
ら
の
水
位
１
．
３
ｍ

(

約
３

０
０

)

の
水
で
、落
下
す
る
溶
融
炉
心
を
冠

水
・
冷
却
す
る
こ
と
で
格
納
容
器
の
損
傷
が

防
止
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
定
格
１
５
０

／
ｈ
（
毎
分
注
水
量
２
．
５

）
の
、
代

替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
で
は
、
注
水

開
始
か
ら
圧
力
容
器
損
傷
ま
で
の
約
41
分
間

の
注
水
量
は
１
０
２
．
５

と
な
り
、
前
述

の
３
０
０

に
は
、
１
９
７
．
５

の
不
足

と
な
る
。
こ
の
不
足
分
は
破
断
し
た
大
型
配

管
に
運
転
中
、
約
２
０
０

の
水
が
循
環
し

て
お
り
、
こ
の
２
０
０

プ
ラ
ス
１
０
２
．

５

で
、
３
０
０

を
超
え
る
水
が
確
保
さ

れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
伺
う
。

圧
力
容
器
に
直
結
し
た
大
型
配
管

(

直
径
１
．
４
７
ｍ)

に
は
、
運
転
中
、

高
圧
高
温
（
約
１
６
０
気
圧
・
３
２
０
℃
）

の
一
次
冷
却
水
が
循
環
し
て
い
る
が
、
こ
の

配
管
が
破
断
す
れ
ば
噴
出
す
る
熱
水
は
殆
ど

蒸
発
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ス
プ
レ
イ
注
水
約

41
分
等
で
約
２
０
０

の
復
水
が
確
保
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
そ
の
根
拠
は
。

大
型
配
管
が
破
断
し
た
場
合
、
高

圧
高
温
の
一
次
冷
却
水
は
、
大
量
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
た
め
一
時
的

に
蒸
発
す
る
が
、
こ
の
水
蒸
気
は
原
子
炉
格

納
容
器
内
に
留
ま
っ
て
い
る
た
め
、
格
納
容

器
内
を
低
温
の
水
で
ス
プ
レ
イ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
凝
縮
す
る
。
そ
の
結
果
、
一
次
冷
却

水
が
復
水
す
る
こ
と
に
よ
り
、
溶
け
落
ち
た

核
燃
料
を
冠
水
さ
せ
る
に
足
る
水
が
確
保
で

き
る
。

（
町
長
）

大
型
配
管
破
断
で
原
子
炉
等
へ
の

流
入
水
系
は
、「
一
次
冷
却
水
系
統
、

燃
料
取
替
用
タ
ン
ク
と
補
助
給
水
タ
ン
ク
」

等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
両
タ
ン
ク
と
大

型
配
管
破
断
個
所
の
各
海
抜
は
。

核
燃
料
取
替
用
水
タ
ン
ク
は
海
抜

19
ｍ
、
補
助
給
水
タ
ン
ク
は
２
５
．

９
ｍ
で
、
一
次
系
配
管
は
原
子
炉
容
器
に
接

続
さ
れ
る
配
管
の
中
心
で
２
１
．
７
ｍ
に
位

置
し
て
い
る
。

（
町
長
）

緊
急
時
原
子
炉
へ
の
注
水
は
、「
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
注
水
系
と
圧
力
容

器
一
次
冷
却
注
水
系
」
の
２
系
統
あ
る
と
思

う
が
、
他
に
全
交
流
電
源
喪
失
時
に
お
け
る

注
水
ラ
イ
ン
は
あ
る
の
か
。

原
子
炉
へ
の
注
水
ラ
イ
ン
は
、
格

納
容
器
ス
プ
レ
イ
注
水
系
と
圧
力
容

器
一
次
冷
却
系
の
２
系
統
で
あ
る
。
（
町
長
）

全
て
の
交
流
電
源
喪
失
と
い
う

緊
急
時
の
原
子
炉
冷
却
に
関
し
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

以
前
に
、
有
事
の
際
に
は
非
常
用

冷
却
装
置
と
い
う
の
が
い
く
つ
も
あ

る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、「
全
て
の
交
流
電

源
が
喪
失
し
た
緊
急
事
態
」
に
、
そ
れ
は
ど

の
よ
う
な
冷
却
装
置
を
指
す
の
か
。

先
ず
冷
却
装
置
に
は
非
常
用
冷
却

装
置
の
他
、
新
た
に
整
備
し
た
自
己

冷
却
充
て
ん
ポ
ン
プ
や
代
替
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
ポ
ン
プ
等
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。な
お
、

既
存
の
電
源
設
備
が
機
能
し
な
い
場
合
は
、

中
型
ポ
ン
プ
車
と
加
圧
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
炉

心
注
水
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
（
町
長
）

伊
方
発
電
所
は
圧
力
容
器
へ
の
注

水
設
備
は
整
え
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、

代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
に
よ
り
、

核
燃
料
が
冠
水
す
る
ま
で
原
子
炉
格
納
容
器

へ
注
水
す
る
た
め
、
原
子
炉
格
納
容
器
の
健

全
性
は
維
持
で
き
る
と
し
て
い
る
。し
か
し
、

巨
大
地
震
等
に
よ
る
緊
急
事
態
に
お
い
て
は
、

必
ず
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
作
業
が
進
む
保
障
は

な
い
と
思
う
。
よ
っ
て
、
代
替
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
注
水
準
備
と
併
せ
て
圧
力

容
器
へ
の
注
水
準
備
も
実
施
し
、
圧
力
容
器

へ
も
注
水
す
れ
ば
圧
力
容
器
の
破
損
を
防
ぐ

可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
「
２
系
統
並
行

注
水
」
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

原
子
力
規
制
庁
は
「
発
電
用
原
子

炉
設
置
者
の
重
大
事
故
発
生
及
び
拡

大
防
止
に
必
要
な
技
術
能
力
に
係
わ
る
審
査

基
準
」
に
お
け
る
「
原
子
炉
格
納
容
器
下
部

の
溶
融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
」
等

に
お
い
て
、「
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器

へ
の
落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
た
め
、

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
す
る
手
順
等
を
整

問
２

答

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ3

ｍ3
ｍ3

ｍ3

ｍ3
ｍ3

ｍ3

①

②答 答③

①

問
３

答②③

篠川長治議員

問
１

職
員
の
原
子
力
や
放
射
線
な
ど

の
研
修
と
発
電
所
の
安
全
対
策

等
に
つ
い
て

答



（７）

備
す
る
こ
と
」
を
要
求
し
て
お
り
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
、
溶
融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器

下
部
へ
の
落
下
を
遅
延
ま
た
は
防
止
す
る
手

順
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
四
国
電
力
は
、「
自
然

災
害
等
と
の
複
合
災
害
に
よ
る
緊
急
事
態
に

お
い
て
も
、
圧
力
容
器
へ
の
注
水
に
よ
る
圧

力
容
器
破
損
防
止
作
業
は
実
施
せ
ず
。
代
替

格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
注
水
で
対
処
で
き
る
」

と
し
て
い
る
。
溶
融
核
燃
料
を
圧
力
容
器
内

に
と
ど
め
る
作
業
を
速
や
か
に
実
施
し
な
い

四
国
電
力
の
過
酷
事
故
対
策
は
危
う
い
と
思

う
。
こ
の
際
、
四
国
電
力
に
対
し
て
、
安
全

協
定
第
11
条
等
々
勘
案
し
て
、
自
然
災
害
と

の
複
合
災
害
等
緊
急
事
態
に
は
速
や
か
に
原

子
炉
容
器
へ
注
水
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
が
。

こ
の
よ
う
な
事

故
の
場
合
、
既
存

の
冷
却
装
置
や
新
た
に
整
備
し
た
自
己
冷
却

式
の
充
て
ん
ポ
ン
プ
で
炉
心
へ
注
水
を
行
う
。

こ
れ
が
何
ら
か
の
原
因
で
使
え
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
代
替
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ

に
よ
り
、
燃
料
が
冠
水
す
る
ま
で
注
水
し
、

再
循
環
さ
せ
て
冷
却
す
る
こ
と
に
よ
り
格
納

容
器
の
破
損
を
防
止
す
る
。
こ
れ
が
、
四
国

電
力
の
保
安
規
定
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
溶

融
炉
心
の
原
子
炉
格
納
容
器
下
部
へ
の
落
下

遅
延
防
止
の
た
め
の
手
順
で
あ
る
。

　
私
は
、
原
子
力
発
電
に
対
し
不
安
を
い
だ

く
住
民
が
少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
十
分

承
知
し
て
お
り
、
万
が
一
の
過
酷
事
故
の
際

に
は
一
刻
も
早
く
原
子
炉
等
を
冷
却
し
重
大

事
故
に
至
ら
な
い
よ
う
な
万
全
の
対
策
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
常
に
念
頭
に
置
い

て
お
り
、
四
国
電
力
に
対
し
て
は
、
現
在
の

対
策
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
絶
え
ず
調
査

研
究
を
行
い
必
要
な
見
直
し
を
行
い
な
が
ら

安
全
確
保
の
高
揚
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、

原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
し
て
は
、
最
新
の

科
学
的
な
知
見
と
適
切
な
対
応
を
行
い
、
い

わ
ゆ
る
安
全
神
話
に
陥
ら
ず
、
今
後
と
も
厳

し
い
規
制
を
行
う
よ
う
引
続
き
求
め
て
参
り

た
い
。

（
町
長
）

伊
方
町
は
今
後
ふ
る
さ
と
納
税
へ

の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
、
そ
の
中
で
寄
付
金
額
に
応

じ
た
返
礼
品
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
行
く
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

以
前
か
ら
寄
付
者
の
方
々
か
ら
改
善
要
望
が

あ
っ
た
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
寄
付
者
の
利
便
性
を
大
幅
に
向
上

さ
せ
、
寄
付
件
数
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

寄
付
金
額
に
応
じ
た
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
過
度
な
返
礼
品
競
争
の
報
道
が
あ

る
よ
う
に
、
納
税
者
に
と
っ
て
魅
力
的
な
返

礼
品
は
納
税
先
を
決
め
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
寄
付
金
額
に

応
じ
た
返
礼
品
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
推
進
す
る
有
効
な
方
策
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
成

29
年
度
か
ら
そ
の
方
向
で
の
実
施
を
考
え
て

お
り
、
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、
少
し
で
も
町

内
の
産
業
振
興
に
結
び
付
く
よ
う
な
特
産
品

に
限
定
し
、
町
内
の
農
産
物
や
海
産
物
は
も

ち
ろ
ん
、
伊
方
な
ら
で
は
の
加
工
品
・
特
産

品
等
を
選
定
し
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
町
長
）

人
口
減
少
対
策
の
移
住
定
住
促
進

施
策
の
一
つ
と
し
て
、
特
に
若
い
世

代
の
定
住
が
見
込
め
る
奨
学
金
返
還
支
援
は

有
効
な
施
策
だ
と
思
う
が
、
そ
の
考
え
は
な

い
か
。

伊
方
町
に
お
い
て
は
、
地
方
創
生

の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
町
独

自
に
町
内
の
事
業
所
に
新
規
就
職
し
た
若
者

が
、伊
方
町
奨
学
金
の
返
還
を
行
う
場
合
は
、

雇
用
さ
れ
て
い
る
企
業
を
通
じ
て
奨
学
金
の

全
額
を
助
成
す
る
制
度
を
今
年
度
か
ら
新
た

に
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
制
度
導
入
の
考
え
方
と
し
て
は
、
国

が
新
た
に
取
り
組
も
う
と
し
て
お
り
ま
す
給

付
型
奨
学
金
の
導
入
や
、
更
に
、
合
併
前
の

町
の
奨
学
金
に
お
い
て
返
還
免
除
の
制
度
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
復
活
す
べ
き
と
の
要
望
な

ど
、
奨
学
金
制
度
に
対
す
る
様
々
な
意
見
や

ご
要
望
を
踏
ま
え
、
①
将
来
の
奨
学
金
貸
し

付
け
の
た
め
の
資
金
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う

現
在
の
制
度
の
継
続
を
担
保
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
。
②
国
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

給
付
型
奨
学
金
制
度
と
の
整
合
を
図
る
必
要

が
あ
る
こ
と
。
な
ど
を
考
慮
し
た
結
果
、
現

時
点
で
は
、
現
在
の
伊
方
町
奨
学
金
貸
与
条

例
に
返
還
免
除
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
や
、

新
規
事
業
と
し
て
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
、
国
が
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
給
付
型
奨
学
金
制
度

が
伊
方
町
の
奨
学
金
制
度
に
与
え
る
影
響
も

踏
ま
え
た
う
え
で
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
必

要
な
対
応
策
や
、
よ
り
よ
い
奨
学
金
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
若
者

の
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
と
な
る
よ
う
、
制
度
の
充
実
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
町
長
）

答
（
②
、
③
一
括
）

ふ
る
さ
と
納
税
対
応
の
拡
充
に

つ
い
て

清家慎太郎議員

伊
方
町
の
定
住
促
進
策
の
一
つ

と
し
て
の
奨
学
金
返
還
支
援
に

つ
い
て

問答

問答



（８）

２月10日 議会運営委員会

15日 県町村議会議長会第68回定期総会・定期総会

21日 第43回臨時会

22日 第2回花橘を守る会

三崎高校学校教育振興会第２回理事会

24日 県後期高齢者医療広域連合議会第１回定例会

26日 町生涯学習推進大会

27日 議会運営委員会

３月１日 川之石高校卒業式

６日 議員全員協議会

10日 第48回定例会

13日 合同委員会（予算審議）

15日 第48回定例会

３月16日 中学校卒業式

17日 八幡浜地区施設事務組合議会定例会

19日 町消防出初式

21日 八幡浜・大洲地区広域市町村圏組合議会定例会

地域振興センター運営委員会

22日 川之浜保育所修了式及び閉所式

23日 小学校卒業式

29日 伊方原子力発電所環境安全管理委員会

４月２日 「佐田岬灯台公園御籠島エリア」オープニング

セレモニー

９日 第22回きららまつり

10日 小・中学校入学式

議議 会会 日日 誌誌 　　

委 員 会 （ 協 議 会 ） 報 告

月　日 委員会（協議会） 概　　　　　　　　　　　　要

２月10日 議会運営委員会 第43回臨時会の運営について

２月27日 議会運営委員会 第48回定例会の運営について

３月６日 議員全員協議会

１.条例の制定等について

２.組織・機構の見直しについて

３.伊方町業務継続計画（本庁版ＢＣＰ）について

４.伊方町高齢者運転免許証自主返納支援事業の実施について

５.伊方庁舎電算室等移設工事請負契約の変更締結について

６.原子力発電施設等立地地域基盤整備支援事業交付金について

７.伊方町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進施策事業検証について

８.伊方町結婚祝い金支給事業について

９.グループホーム「かざぐるま」の休止と今後の対応について

10.佐田岬観光まちづくり事業について

11.三崎種苗生産施設の改修について

12.伊方町集会所の指定管理者の指定について

13.伊方町特定地域生活排水処理事業経営戦略について

14.小学校情報機器更新整備事業について

15.伊方町学校給食センター整備事業について

16.繰越明許費について

17.平成28年度伊方町一般会計補正予算（第7号）概要

18.その他

３月10日

総務文教委員会

生活福祉委員会

産業建設委員会

平成29年度各会計予算審議（合同）

サダンディ―は、議会だよりの中に何個出てくるか見つけてみてください。

前回の議会だよりで「サダンディー」の数は・・・・。

【４】個でした。


